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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） と 、
　 後 脚 （ ３ ４ ） と 、
　 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 前 脚 （ ３ ６ ） と 、
　 前 記 前 脚 （ ３ ６ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た シ ー ト （ ３ ８ ） と 、
　 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） の 後 側 （ ３ ８ ２ ） に 配 置 さ れ 、 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） の 端 部 に 接 続  
さ れ た 固 定 部 材 （ ３ ２ ） と 、
　 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） お よ び 前 記 固 定 部 材 （ ３ ２ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 第 １ の シ ー ト  
連 結 部 材 （ ４ ０ ） と 、
　 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） お よ び 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 第 ２ の シ ー ト 連 結  
部 材 （ ４ ２ ） と 、 を 備 え 、
　 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） お よ び 前 記 前 脚 （ ３ ６ ） が 互 い に 折 り 畳 ま れ  
る と 、 前 記 固 定 部 材 （ ３ ２ ） お よ び 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） が 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の シ ー ト 連 結  
部 材 （ ４ ０ ） お よ び 前 記 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 （ ４ ２ ） に よ り 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） の 前  
記 後 側 （ ３ ８ ２ ） を 地 面 と 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 駆 動 し 、
　 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） お よ び 前 記 前 脚 （ ３ ６ ） が 互 い に 対 し て 展 開  
さ れ る と 、 前 記 固 定 部 材 （ ３ ２ ） お よ び 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） が 、 そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の シ ー ト  
連 結 部 材 （ ４ ０ ） お よ び 前 記 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 （ ４ ２ ） に よ り 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ）  
の 後 側 （ ３ ８ ２ ） を 地 面 に 向 か っ て 位 置 決 め す る よ う に 駆 動 す る 、 輸 送 装 置 （ ３ ） 。

請求項の数　10　（全13頁）
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【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） が 折 り 畳 ま れ た 後 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） の 前 側 （ ３ ８ ０ ） が 前 記 シ  
ー ト （ ３ ８ ） の 後 側 （ ３ ８ ２ ） よ り も 低 く な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） の 前 側 （ ３ ８ ０ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 下 側 レ ッ グ レ ス ト （ ４ ４  
） を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 手 す り （ ４ ６ ） を さ ら に 備 え る 、 請 求 項  
１ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 （ ４ ８ ） お よ び 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 （ ５ ０ ） を さ ら に 備 え 、 前  
記 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 （ ４ ８ ） は 、 前 記 手 す り （ ４ ６ ） お よ び 前 記 第 ２ の 手 す り 連 結 部  
材 （ ５ ０ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 （ ５ ０ ） は 前 記 後 脚 （ ３ ４  
） に 固 定 さ れ 、 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） 、 お よ び 前 記 前 脚 （ ３ ６ ） が 相  
互 に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 手 す り 連 結  
部 材 （ ４ ８ ） お よ び 前 記 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 （ ５ ０ ） に よ っ て 、 前 記 手 す り （ ４ ６ ） を  
折 り 畳 ん だ り 展 開 し た り す る よ う に 駆 動 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 （ ４ ８ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 （ ４ ８ ） は 、  
前 記 手 す り （ ４ ６ ） お よ び 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０  
） 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） 、 お よ び 前 記 前 脚 （ ３ ６ ） が 互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す  
る と き 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 （ ４ ８ ） に よ り 、 前 記 手 す り （  
４ ６ ） を 折 り 畳 ん だ り 展 開 し た り す る よ う に 駆 動 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 背 も た れ （ ５ ６ ） お よ び 背 も た れ 回 転 ベ ー ス （ ５ ８ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 背 も た れ （ ５  
６ ） が 前 記 背 も た れ 回 転 ベ ー ス （ ５ ８ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ の  
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ０ ） お よ び 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ２ ） を さ ら に 備 え  
、 前 記 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ０ ） が 前 記 背 も た れ 回 転 ベ ー ス （ ５ ８ ） お よ び 前 記 ハ  
ン ド ル （ ３ ０ ） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ２ ） が 、  
前 記 固 定 部 材 （ ３ ２ ） 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） お よ び 前 記 背 も た れ 回 転 ベ ー ス （ ５ ８ ） に 枢  
動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） 、 前 記 後 脚 （ ３ ４ ） 、 お よ び 前 記 前 脚 （  
３ ６ ） が 互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 前 記 ハ ン ド ル （ ３ ０ ） は 、 前 記 第  
１ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ０ ） お よ び 前 記 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 （ ６ ２ ） に よ り 、 前 記  
背 も た れ （ ５ ６ ） を 折 り 畳 み ま た は 展 開 さ せ る よ う に 駆 動 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 輸 送 装  
置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 輸 送 装 置 （ ３ ） は 、 背 も た れ （ ５ ６ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 背 も た れ （ ５ ６ ） が 前 記 シ  
ー ト （ ３ ８ ） の 後 側 （ ３ ８ ２ ） に 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） が 折 り 畳 ま れ た 後 、 前 記  
シ ー ト （ ３ ８ ） と 前 記 背 も た れ （ ５ ６ ） と の 間 の 境 目 が 、 前 記 背 も た れ （ ５ ６ ） の 前 記 シ  
ー ト （ ３ ８ ） か ら 離 れ る 端 部 よ り 高 く な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 輸 送 装 置 （ ３ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 輸 送 装 置 （ ３ ） は 、 背 も た れ （ ５ ６ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 背 も た れ （ ５ ６ ） が 前 記 シ  
ー ト （ ３ ８ ） の 後 側 （ ３ ８ ２ ） に 配 置 さ れ 、 前 記 シ ー ト （ ３ ８ ） が 折 り 畳 ま れ た 後 、 前 記  
シ ー ト （ ３ ８ ） が 前 記 背 も た れ （ ５ ６ ） の 前 側 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 輸 送 装 置 （  
３ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 輸 送 装 置 （ t r a n s p o r t a t i o n  d e v i c e ） に 関 し 、 特 に 、 背 も た れ が 輸 送 装 置 の 折  
り 畳 み に 影 響 を 与 え る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 輸 送 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ベ ビ ー カ ー は 、 買 い 物 に 行 く と き に 、 親 が 赤 ち ゃ ん や 子 供 を 乗 せ る た め の 道 具 で あ る 。  
現 在 、 保 管 や 持 ち 運 び を 容 易 に す る た め の 、 さ ま ざ ま な 折 り 畳 み 式 ベ ビ ー カ ー が 知 ら れ て  
い る 。 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 図 １ は 従 来 技 術 の ベ ビ ー カ ー １ の 側 面 図 で あ り 、 図  
２ は 、 図 １ に 示 し た ベ ビ ー カ ー １ を 折 り 畳 ん だ 状 態 の 側 面 図 で あ る 。 図 １ お よ び 図 ２ に 示  
す よ う に 、 ベ ビ ー カ ー １ は 、 ハ ン ド ル １ ０ と 、 後 脚 １ ２ と 、 前 脚 １ ４ と 、 シ ー ト １ ６ と 、  
手 す り １ ８ と 、 背 も た れ ２ ０ と を 備 え て い る 。 ハ ン ド ル １ ０ 、 後 脚 １ ２ お よ び 前 脚 １ ４ は  
、 シ ー ト １ ６ 、 手 す り １ ８ お よ び 背 も た れ ２ ０ を 駆 動 し て 折 り 畳 み ま た は 展 開 さ せ る た め  
に 、 互 い に 対 し て 折 り 畳 み ま た は 展 開 す る こ と が で き る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ハ ン ド ル １  
０ 、 後 脚 １ ２ お よ び 前 脚 １ ４ が 互 い に 折 り 畳 ま れ る と 、 シ ー ト １ ６ お よ び 手 す り １ ８ は 両  
方 と も 上 方 に 回 転 し 、 背 も た れ ２ ０ は 下 方 に 回 転 す る 。 背 も た れ ２ ０ が 長 す ぎ る と 、 ベ ビ  
ー カ ー １ を 折 り 畳 ん だ 際 に 背 も た れ ２ ０ が 地 面 に 接 触 し て し ま う 。 背 も た れ ２ ０ は 、 ベ ビ  
ー カ ー １ の 折 り 畳 み に 影 響 を 与 え る だ け で な く 汚 れ や す い た め 、 背 も た れ ２ ０ の 長 さ は 制  
限 さ れ る 。 さ ら に 、 シ ー ト １ ６ お よ び 手 す り １ ８ が 上 方 に 回 転 す る た め 、 折 り 畳 み 時 の ベ  
ビ ー カ ー １ の 長 さ が 長 く な っ て し ま う 。 し た が っ て 、 ベ ビ ー カ ー １ の 保 管 や 持 ち 運 び に は  
有 益 で は な い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 背 も た れ が 輸 送 装 置 の 折 り 畳 み に 影 響 を 与 え る こ と を 防  
止 す る こ と が で き る 輸 送 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ は 、 独 立 請 求 項 に 記 載 の 輸 送 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 従 属 請 求 項 は 、 対 応 す る さ  
ら な る 開 発 お よ び 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 ら か に な る よ う に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 輸 送 装 置  
は 、 ハ ン ド ル 、 後 脚 、 前 脚 、 シ ー ト 、 固 定 部 材 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 、 お よ び 第 ２ の シ  
ー ト 連 結 部 材 を 含 む 。 前 脚 は 後 脚 に 枢 動 可 能 （ p i v o t a l l y ） に 接 続 さ れ て い る 。 シ ー ト は 前  
脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 固 定 部 材 は 、 シ ー ト の 後 部 に 配 置 さ れ 、 ハ ン ド ル の 端 部  
に 接 続 さ れ る 。 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 は 、 シ ー ト お よ び 固 定 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る  
。 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 は 、 シ ー ト お よ び 後 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚  
お よ び 前 脚 が 互 い に 折 り 畳 ま れ る と 、 固 定 部 材 お よ び 後 脚 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の シ ー ト 連  
結 部 材 お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 に よ っ て 、 シ ー ト の 後 側 を 地 面 と 反 対 の 方 向 に 向 か っ  
て 回 転 駆 動 す る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 互 い に 展 開 さ れ る と 、 固 定 部 材 お よ び 後 脚  
は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 に よ っ て 、 シ ー ト の 後  
側 を 地 面 に 向 か っ て 位 置 す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 好 ま し く は 、 シ ー ト を 折 り 畳 ん だ 後 、 シ ー ト の 前 側 が シ ー ト の 後 側 よ り も 低 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 シ ー ト の 前 側 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 下 側 レ ッ グ レ ス ト を さ  
ら に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 ハ ン ド ル に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 手 す り を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 と 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 と を さ ら に 備  
え る 。 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 は 、 手 す り お よ び 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ  
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れ て い る 。 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 は 後 脚 に 固 定 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が  
、 互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 後 脚 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 お よ び 第  
２ の 手 す り 連 結 部 材 に よ っ て 、 手 す り を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 を さ ら に 備 え る 。 第 １ の 手 す り 連 結 部  
材 は 、 手 す り お よ び 後 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 、 互  
い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 後 脚 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 に よ っ て 、 手  
す り を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 背 も た れ と 背 も た れ 回 転 ベ ー ス と を さ ら に 含 む 。 背 も た れ は  
、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 と 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 と を さ ら  
に 含 む 。 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 は 、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス お よ び ハ ン ド ル に 枢 動 可 能 に 接  
続 さ れ る 。 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 は 、 固 定 部 材 、 シ ー ト お よ び 背 も た れ 回 転 ベ ー ス に 枢  
動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 、 互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ  
た り す る と き 、 ハ ン ド ル は 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 お よ び 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 に よ  
っ て 、 背 も た れ を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 ら か に な る よ う に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 輸 送 装 置  
は 、 ハ ン ド ル 、 後 脚 、 前 脚 、 お よ び シ ー ト を 含 む 。 前 脚 は 後 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い  
る 。 シ ー ト は 、 ハ ン ド ル 、 後 脚 、 お よ び 前 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後  
脚 お よ び 前 脚 は 、 シ ー ト を 折 り 畳 み ま た は 展 開 す る よ う に 駆 動 す る た め に 、 互 い に 折 り 畳  
み ま た は 展 開 さ れ る 。 シ ー ト を 折 り 畳 ん だ 後 は 、 シ ー ト の 前 側 が シ ー ト の 後 側 よ り も 低 く  
な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 固 定 部 材 と 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 と 、 第 ２ の シ ー ト 連 結 部  
材 と を さ ら に 備 え る 。 固 定 部 材 は 、 シ ー ト の 後 部 に 配 置 さ れ 、 ハ ン ド ル の 端 部 に 接 続 さ れ  
る 。 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 は 、 シ ー ト が ハ ン ド ル に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る よ う に 、 シ ー ト  
お よ び 固 定 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 は 、 シ ー ト が 後 脚 に 枢 動  
可 能 に 接 続 さ れ る よ う に 、 シ ー ト お よ び 後 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お  
よ び 前 脚 が 互 い に 折 り 畳 ま れ る と 、 固 定 部 材 お よ び 後 脚 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の シ ー ト 連 結  
部 材 お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 に よ っ て 、 シ ー ト の 後 側 を 地 面 と 反 対 の 方 向 に 回 転 駆 動  
す る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 互 い に 展 開 さ れ る と 、 固 定 部 材 お よ び 後 脚 は 、 そ れ ぞ  
れ 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 に よ っ て 、 シ ー ト の 後 側 を 地 面 に  
向 か っ て 位 置 す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 シ ー ト の 前 側 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 下 側 レ ッ グ レ ス ト を さ  
ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 ハ ン ド ル に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た 手 す り を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 と 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 を さ ら に 備 え  
る 。 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 は 、 手 す り お よ び 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ  
て い る 。 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 は 後 脚 に 固 定 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 、  
互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 後 脚 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 お よ び 第 ２  
の 手 す り 連 結 部 材 に よ っ て 、 手 す り を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 を さ ら に 備 え る 。 第 １ の 手 す り 連 結 部  
材 は 、 手 す り お よ び 後 脚 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 、 互  
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い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 後 脚 は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 に よ っ て 、 手  
す り を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 背 も た れ と 背 も た れ 回 転 ベ ー ス と を さ ら に 含 む 。 背 も た れ は  
、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 輸 送 装 置 は 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 と 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 を さ ら に  
含 む 。 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 は 、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス お よ び ハ ン ド ル に 枢 動 可 能 に 接 続  
さ れ て い る 。 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 は 、 固 定 部 材 、 シ ー ト お よ び 背 も た れ 回 転 ベ ー ス に  
枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 が 、 互 い に 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ  
れ た り す る と き 、 ハ ン ド ル は 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 お よ び 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 に  
よ っ て 、 背 も た れ を 折 り 畳 ん だ り 展 開 さ せ た り す る よ う に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ て い る と き 、 本 発 明 は 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 と 第  
２ の シ ー ト 連 結 部 材 を 利 用 し て 、 シ ー ト の 後 側 を 地 面 と 反 対 の 方 向 に 回 転 駆 動 し 、 シ ー ト  
の 前 側 が シ ー ト の 後 側 よ り も 低 く な る 。 一 般 的 に は 、 シ ー ト の 後 側 が 、 シ ー ト と 背 も た れ  
の 境 目 と な る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ た 後 は 、 シ ー ト と 背 も た  
れ の 間 の 境 目 は 最 も 上 の 位 置 に 移 動 し 、 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ た 後 に 背 も た れ が 地 面 に 接  
触 し な い よ う に す る 。 し た が っ て 、 実 際 の 要 求 に 応 じ て 、 背 も た れ の 長 さ を 長 く す る こ と  
が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ た 後 は 、 シ ー ト お よ び 手 す り は 両  
方 と も 下 方 に 回 転 し て 、 折 り 畳 ま れ た 輸 送 装 置 の 高 さ が 低 く な る 。 し た が っ て 、 輸 送 装 置  
の 保 管 や 持 ち 運 び に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 で は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 実 施 態 様 の 例 に よ り 、 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 従 来 技 術 の ベ ビ ー カ ー を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す ベ ビ ー カ ー が 折 り 畳 ま れ た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 輸 送 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 搬 送 装 置 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ に 示 す 搬 送 装 置 を 半 分 に 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 搬 送 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ に 示 す 搬 送 装 置 を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ７ に 示 す 搬 送 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に お け る 輸 送 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 の 、 ハ ン ド ル 、 後 脚 お よ び 前 脚 を 除 い た 状 態 を  
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 す 搬 送 装 置 を 別 の 角 度 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 図 １ １ に 示 す 搬 送 装 置 を 別 の 角 度 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 す 搬 送 装 置 を 半 分 に 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 図 １ ３ に 示 す 輸 送 装 置 を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 図 １ ５ に 示 す 輸 送 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ か ら 図 ８ を 参 照 す る と 、 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 輸 送 装 置 ３ を 示 す 斜 視  
図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 搬 送 装 置 ３ の 側 面 図 で あ り 、 図 ５ は 、 図 ３ に 示 す 搬 送 装 置  
３ を 半 分 に 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ は 、 図 ５ に 示 す 搬 送 装 置 ３ の 側 面 図  
で あ り 、 図 ７ は 、 図 ３ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 そ し て 、  
図 ８ は 、 図 ７ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を 示 す 側 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 輸 送 装 置 ３ は 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 固 定 部 材 ３ ２ 、 後  
脚 ３ ４ 、 前 脚 ３ ６ 、 シ ー ト ３ ８ 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ０ 、 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ２  
、 下 側 レ ッ グ レ ス ト ４ ４ 、 手 す り ４ ６ 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ 、 お よ び 第 ２ の 手 す り  
連 結 部 材 ５ ０ を 備 え て い る 。 輸 送 装 置 ３ は 、 ベ ビ ー カ ー ま た は 輸 送 に 使 用 さ れ る 他 の 装 置  
で あ っ て も よ い 。 な お 、 本 発 明 の 輸 送 装 置 ３ の 構 造 は 実 質 的 に 対 称 的 で あ り 、 以 下 で は 一  
方 向 か ら み た 構 造 に つ い て 、 本 発 明 の 技 術 的 特 徴 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ か ら 図 ８ を 参 照 す る と 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 ハ ン ド ル ３ ０ は 、 上 側 ハ ン ド ル ３ ０ ０  
、 第 １ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ 、 お よ び 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ を 含 む こ と が で き る 。 第  
１ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ お よ び 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ は 、 上 側 ハ ン ド ル ３ ０ ０ 、 第 １  
の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ お よ び 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ が 互 い に 対 し て 回 転 し て 折 り 畳 ん  
だ り 展 開 し た り で き る よ う に 、 上 側 ハ ン ド ル ３ ０ ０ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 輸 送 装  
置 ３ は 、 折 り 畳 み 操 作 部 材 ５ ２ お よ び ロ ッ ク 機 構 ５ ４ を さ ら に 備 え て も よ い 。 折 り 畳 み 操  
作 部 材 ５ ２ は 、 上 側 ハ ン ド ル ３ ０ ０ に 配 置 さ れ て も よ い 。 ユ ー ザ は 、 折 り 畳 み 操 作 部 材 ５  
２ を 操 作 す る こ と に よ り 、 輸 送 装 置 ３ を 折 り 畳 む こ と が で き る 。 ロ ッ ク 機 構 ５ ４ は 、 上 側  
ハ ン ド ル ３ ０ ０ と 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ と の 間 の 枢 動 ジ ョ イ ン ト に 配 置 さ れ て も よ く  
、 ロ ッ ク 機 構 ５ ４ は 、 上 側 ハ ン ド ル ３ ０ ０ と 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ を ロ ッ ク ま た は ロ  
ッ ク 解 除 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 ３ ２ は 、 シ ー ト ３ ８ の 後 側 ３ ８ ２ に 配 置 さ れ 、  
ハ ン ド ル ３ ０ の 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ の 端 部 に 接 続 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 後 脚  
３ ４ は 接 続 部 材 ３ ４ ０ を 含 む こ と が で き る 。 ハ ン ド ル ３ ０ の 前 脚 ３ ６ お よ び 第 １ の 下 側 ハ  
ン ド ル ３ ０ ２ は 、 後 脚 ３ ４ の 接 続 部 材 ３ ４ ０ の 反 対 側 に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 後 脚  
３ ４ に 対 し て 折 り 畳 ん だ り 展 開 し た り で き る よ う に 、 ハ ン ド ル ３ ０ の 前 脚 ３ ６ お よ び 第 １  
の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ が 共 に 回 転 で き る よ う に な っ て い る 。 シ ー ト ３ ８ は 前 脚 ３ ６ に 枢 動  
可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ０ の 両 端 は 、 シ ー ト ３ ８ お よ び 固 定 部 材  
３ ２ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ２ の 両 端 は 、 シ ー ト ３ ８ お よ  
び 後 脚 ３ ４ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ０  
お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ２ は 鉄 板 で あ っ て も よ い が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ 、 ５ 、 お よ び ７ に 示 す よ う に 、 シ ー ト ３ ８ は 前 側 ３ ８ ０ と 後 側 ３ ８ ２ を 有 す る 。 下  
側 レ ッ グ レ ス ト ４ ４ は 、 下 側 レ ッ グ レ ス ト ４ ４ が シ ー ト ３ ８ に 対 し て 回 転 し て 、 下 側 レ ッ  
グ レ ス ト ４ ４ と シ ー ト ３ ８ と の 間 の 角 度 を 調 整 で き る よ う に 、 シ ー ト ３ ８ の 前 側 ３ ８ ０ に  
枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 輸 送 装 置 ３ は 、 背 も た れ ５ ６ （ 図 ８ に 示 す よ う に ）  
を さ ら に 含 ん で も よ い 。 一 般 に 、 背 も た れ ５ ６ は 、 シ ー ト ３ ８ の 後 側 ３ ８ ２ に 配 置 さ れ る  
。 し た が っ て 、 シ ー ト ３ ８ の 後 側 ３ ８ ２ は 、 シ ー ト ３ ８ と 背 も た れ ５ ６ と の 間 の 境 目 で あ  
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 手 す り ４ ６ は 、 ピ ボ ッ ト ４ ６ ０ に よ っ て ハ ン ド ル ３ ０ の 第 １ の 下  
側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 得 、 手 す り ４ ６ は 、 ハ ン ド ル ３ ０ の 第 １ の 下 側 ハ  
ン ド ル ３ ０ ２ に 対 し て 回 転 し て 、 手 す り ４ ６ と 第 １ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ２ と の 間 の 角 度 を  
調 整 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 ５ ０ は 、 後 脚 ３ ４ の 接 続 部 材 ３ ４ ０ に 固 定  
さ れ て い る 。 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ の 一 端 は ピ ボ ッ ト ４ ６ ２ に よ り 手 す り ４ ６ に 枢 動  
可 能 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ の 他 端 は 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 ５ ０ に 枢 動 可  
能 に 連 結 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ お よ び 第 ２ の 手 す り 連  
結 部 材 ５ ０ は 鉄 板 で あ っ て も よ い が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ 、 お よ び 前 脚 ３ ６ は 、 シ ー ト ３ ８  
お よ び 手 す り ４ ６ を 折 り 畳 み ま た は 展 開 さ せ る た め に 、 互 い に 対 し て 折 り 畳 み ま た は 展 開  
す る こ と が で き る 。 さ ら に 説 明 す る と 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ お よ び 前 脚 ３ ６ が 互 い に  
折 り 畳 ま れ る と 、 固 定 部 材 ３ ２ お よ び 後 脚 ３ ４ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ０ お  
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よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ２ に よ っ て 、 シ ー ト ３ ８ を 折 り 畳 み ま た は 展 開 す る よ う に 駆  
動 す る 。 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ 、 お よ び 前 脚 ３ ６ が  
互 い に 対 し て 折 り 畳 ま れ る と 、 固 定 部 材 ３ ２ お よ び 後 脚 ３ ４ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の シ ー ト 連  
結 部 材 ４ ０ お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 に よ っ て 、 シ ー ト ３ ８ の 後 面 ３ ８ ２ を 地 面 と は 反  
対 の 方 向 （ す な わ ち 、 矢 印 Ａ １ の 方 向 ） に 向 か っ て 回 転 さ せ る 。 し た が っ て 、 シ ー ト ３ ８  
が 折 り 畳 ま れ た 後 、 シ ー ト ３ ８ は 、 シ ー ト ３ ８ の 前 側 ３ ８ ０ が シ ー ト ３ ８ の 後 側 ３ ８ ２ よ  
り も 低 く な る よ う に 、 矢 印 Ａ １ の 方 向 に 下 向 き に 回 転 す る 。 上 述 し た よ う に 、 シ ー ト ３ ８  
の 後 側 ３ ８ ２ は 、 シ ー ト ３ ８ と 背 も た れ ５ ６ と の 境 目 で あ る 。 し た が っ て 、 換 言 す れ ば 、  
シ ー ト ３ ８ を 折 り 畳 ん だ 後 は 、 シ ー ト ３ ８ と 背 も た れ ５ ６ と の 境 目 が 最 上 部 位 置 に 移 動 し  
、 輸 送 装 置 ３ を 折 り 畳 ん だ 後 は 、 背 も た れ ５ ６ が 地 面 に 接 触 す る こ と は な い 。 し た が っ て  
、 背 も た れ ５ ６ の 長 さ は 、 実 際 の 要 求 に 応 じ て 増 大 し 得 る 。 さ ら に 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚  
３ ４ お よ び 前 脚 ３ ６ が 互 い に 対 し て 展 開 さ れ る と 、 固 定 部 材 ３ ２ お よ び 後 脚 ３ ４ は 、 そ れ  
ぞ れ 第 １ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ０ お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 ４ ２ に よ っ て 、 シ ー ト ３ ８ の  
後 面 ３ ８ ２ を 地 面 に 向 か っ て （ す な わ ち 、 矢 印 Ａ ２ の 方 向 に ） 位 置 決 め さ れ る よ う に 駆 動  
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ か ら 図 ８ に 示 す よ う に 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ お よ び 前 脚 ３ ６ が 相 互 に 折 り 畳 ま  
れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 後 脚 ３ ４ も ま た 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ お よ び 第 ２ の  
手 す り 連 結 部 材 ５ ０ に よ っ て 、 手 す り ４ ６ を 折 り 畳 ん だ り 展 開 し た り す る よ う に 駆 動 す る  
。 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 輸 送 装 置 ３ を 折 り 畳 ん だ 後 、 シ ー ト ３ ８ が 矢 印 Ａ １ 方 向  
に 下 方 に 回 転 し 、 手 す り ４ ６ が 矢 印 Ａ ２ 方 向 に 下 方 に 回 転 し て 、 折 り 畳 ま れ た 輸 送 装 置 ３  
の 高 さ を 低 く す る 。 し た が っ て 、 輸 送 装 置 ３ の 保 管 や 持 ち 運 び に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 輸 送 装 置 ３ は 、 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 ５ ０ を 備 え ず 、 第 １ の  
手 す り 連 結 部 材 ４ ８ の み を 備 え て い て も よ い 。 す な わ ち 、 第 ２ の 手 す り 連 結 部 材 ５ ０ を 省  
略 し て も よ い 。 輸 送 装 置 ３ が 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ の み を 備 え る 場 合 に は 、 第 １ の 手  
す り 連 結 部 材 ４ ８ の 両 端 が 、 手 す り ４ ６ お よ び 後 脚 ３ ４ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て も よ い 。  
し た が っ て 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ お よ び 前 脚 ３ ６ が 互 い に 対 し て 折 り 畳 ま れ た り 展 開  
さ れ た り す る と き 、 後 脚 ３ ４ は 、 第 １ の 手 す り 連 結 部 材 ４ ８ に よ っ て 手 す り ４ ６ を 駆 動 し  
て 、 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ９ か ら 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 図 ９ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る 輸 送 装 置 ３ を 示 す  
斜 視 図 で あ り 、 図 １ ０ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 ３ の 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ お よ び 前 脚  
３ ６ を 除 い た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １ １ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を 別 の 角 度 か ら  
見 た 斜 視 図 で あ り 、 図 １ ２ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を 別 の 角 度 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、  
図 １ ３ は 、 図 ９ に 示 す 搬 送 装 置 ３ の 側 面 図 で あ り 、 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を  
半 分 に 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 図 １ ５ は 、 図 １ ３ に 示 す 搬 送 装 置 ３ が 折 り 畳  
ま れ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 そ し て 、 図 １ ６ は 、 図 １ ５ に 示 す 搬 送 装 置 ３ を 示 す 斜 視  
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ か ら 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 輸 送 装 置 ３ は 、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ と 、 第 １ の 背 も  
た れ 連 結 部 材 ６ ０ と 、 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ と を さ ら に 含 ん で も よ い 。 背 も た れ ５  
６ は 、 背 も た れ ５ ６ と 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ と の 間 の 角 度 を 調 整 す る た め に 、 背 も た れ  
５ ６ が 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ に 対 し て 回 転 で き る よ う に 、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ に 枢  
動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ １ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６  
０ の 両 端 は 、 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ お よ び ハ ン ド ル ３ ０ の 第 ２ の 下 側 ハ ン ド ル ３ ０ ４ に  
枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ は 、 固 定 部 材 ３ ２ 、 シ ー ト ３ ８  
、 お よ び 背 も た れ 回 転 ベ ー ス ５ ８ に 、 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ １ お よ び 図 １ ３ に  
示 す よ う に 、 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ の 下 端 は 、 固 定 部 材 ３ ２ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ  
て い る 。 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ の 上 端 前 側 は 、  
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シ ー ト ３ ８ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ の 中 間 部 は 、 背 も た れ 回  
転 ベ ー ス ５ ８ に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ハ ン ド ル ３ ０ 、 後 脚 ３ ４ 、 お よ  
び 前 脚 ３ ６ が 互 い に 対 し て 折 り 畳 ま れ た り 展 開 さ れ た り す る と き 、 ハ ン ド ル ３ ０ は 、 第 １  
の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ０ お よ び 第 ２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ に よ っ て 、 背 も た れ ５ ６ を 折  
り 畳 ん だ り 展 開 し た り す る よ う に 駆 動 す る 。 な お 、 図 １ ３ か ら 図 １ ５ は 、 背 も た れ ５ ６ が  
直 立 状 態 に あ る と き の 折 り 畳 み プ ロ セ ス を 示 し て い る 。 背 も た れ ５ ６ が 横 た わ っ た 状 態 に  
あ る と き 、 背 も た れ ５ ６ は 、 折 り 畳 み プ ロ セ ス 中 に 後 脚 ３ ４ を 押 し て 、 背 も た れ ５ ６ が 直  
立 位 置 に 押 さ れ る こ と に な る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ０ お よ び 第  
２ の 背 も た れ 連 結 部 材 ６ ２ は 鉄 板 で あ っ て も よ い が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ る と き 、 本 発 明 は 、 第 １ の シ ー ト 連 結  
部 材 お よ び 第 ２ の シ ー ト 連 結 部 材 を 利 用 し て 、 シ ー ト の 前 側 が シ ー ト の 後 側 よ り も 低 く な  
る よ う に 、 シ ー ト の 後 側 を 地 面 と 反 対 の 方 向 に 向 か っ て 回 転 駆 動 す る 。 一 般 的 に は 、 シ ー  
ト の 後 ろ 側 が 、 シ ー ト と 背 も た れ の 境 目 と な る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 輸 送 装 置 が 折 り 畳  
ま れ た 後 は 、 シ ー ト と 背 も た れ の 間 の 境 目 は 最 も 上 の 位 置 に 移 動 し 、 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま  
れ た 後 に 背 も た れ が 地 面 に 接 触 し な い よ う に す る 。 し た が っ て 、 実 際 の 要 求 に 応 じ て 、 背  
も た れ の 長 さ を 長 く す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 輸 送 装 置 が 折 り 畳 ま れ た 後 は 、  
シ ー ト お よ び 手 す り は 両 方 と も 下 方 に 回 転 し て 、 折 り 畳 ま れ た 輸 送 装 置 の 高 さ が 低 く な る  
。 し た が っ て 、 輸 送 装 置 の 保 管 や 持 ち 運 び に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 上 記 の 説 明 に 限 定 さ れ  
な い 。 本 明 細 書 等 に よ っ て 開 示 さ れ た 技 術 的 範 囲 内 の あ ら ゆ る 変 更 ま た は 置 換 は 、 本 発 明  
の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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